
令和８年４月１日23

移住定住通信 Vol.30

　「ふるさと回帰支援センター・東京」のアンケート結果で群
馬県が全国１位に輝いたことが大きく報じられました。
　高山村においても県内外から高い関心が寄せられており、昨
年度は70組以上の移住相談をいただき、具体的な住まい探し
や地域見学につながるご相談が増えております。自然環境・生
活コストのバランスが評価されているだけでなく、“たからの
やま たかやま” の暮らしに魅力を感じていただいていること
の表れだと思います。
　一方で、住まいのニーズの高まりに対し、村としての受け皿
はまだ十分とはいえない状況です。今年度も、引き続き住まい
探しに力を入れてまいりますので、村内の空き家情報や活用可
能な物件情報をご存じの方は、ぜひ当方にご提供いただければ
幸いです。皆さまのご協力が、移住希望者と地域の架け橋とな
ります。

● 群馬県が２年連続で「移住希望地ランキング」全国１位

　このたび３月末日をもちまして、協力隊としての任期を終え、卒業しまし
た。
　これからは、生産者の限られる原木舞茸や水稲を主軸に少量多品目栽培に
取り組み、狩猟にも携わりながら、自然と向き合い農業を営んでいきます。
　初めて高山村の農家さんが丹精込めて育てた作物を口にしたときの感動は、
今でも忘れられず「自分もこの感動を届けられる生産者になりたい」―そう
強く思ったことが今の原点です。
　農家さんには惜しみないご指導をいただき、
技術だけでなく農業に向き合う姿勢と誇りを学
びました。
　その教えを受け継ぎ、次世代へつなぐ担い手
となり、農業の格好良さを体現できる存在を目
指していきたいです。
　最後に、地域の皆さまに温かく支えていただ
き、ここまで歩んでくることができました。心
より感謝申し上げます。
　これからもどうぞよろしくお願いいたします。

―  生産者としての出発
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